或る 風潮に ついて 
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由 を 強調す る ものが あ つてい、 わけで ある。 

殊にい ま 日本 は 重大な 乗るか反るか とい ふやうな 国 

家 的 難関に 遭遇して をり、 これ を 乗り切る ための 国民 

の 覚悟と 努力が 要求され てゐる 矢先であって みれば、 

お 互に、 しっかり しろ、 お前 は 日本人 だ、 こ、 でお 前 

の 真の 力 を 発揮し なければ ならん ぞ、 と 必死になって 

励まし 合 ふとい ふところにまで 来て ゐ るの かも 知れぬ _ 

それなら それでよ ろしい。 が、 さう いふ 単純な 掛声ば 

かリ ではな ささう である。 

日本 再認識と か、 日本 主義 運動と か 日本 文化 新 研究 

とかい ふ 気勢の 底に は、 それ を 明らかに 標榜して ゐる 



もの も あるが、 西欧 思想の 近代 生活 面に おける 支配的 

位置 を 不当な ものと して、 少く とも 日本 を 中心とする 

東亜 民族の 上に、 わが 伝統的 文化の 君臨 を翹 望す る大 

野心が ひそんで ゐる やうに 思 はれる。 これ 亦 決して 不 

都合な ことで はない。 では、 なにが、 どうい ふ 場合に、 

われわれの 神経に さわる ので あらう。 日本人が 日本人 

に 向って 日本の こと を 褒めて 話す とい ふ、 元来 極めて 

デリ ケ 1„ ^な ことがら を、 それと 気づかずに 話す、 そ 

の 話し方 ひとつに あるので ある。 

せんだって、 ある 人が ラヂォ で、 日本人の 体格が 美 

の 標準から 云って 西洋人の それより 優れて ゐ ると いふ 



悩みが ある、 所謂 洋服と いふ もの を 廃止し ない 限り、 

その 解決 は 困難な ので はない かと 思って ゐる。 

また、 最近、 ある 人が 日本画の 文化的 地位に ついて、 

可な り 独断 的な、 しかし、 一 応 われわれ を 反省せ しめ 

る 意見 を 述べて ゐ るの を 読んだ。 要するに、 日本画 は 

洋画よりも 社会的 地位が 高く、 その 芸術的 価値 も 却つ 

て 洋画より 優位に あると 考 へられる 傾向が あり、 こ、 

では 日本的な (或は 東洋 的な) 美が 文芸に 於け る やう 

に 軽蔑され る ことが なく、 たと へ 一部の 人に は 親しま 

れな いにしても、 とにかく 一応 尊敬され てゐ る。 日本 

画 は 洋画の 如き 学生の 芸術で はなく、 大人の 芸術で あ 



特に iolltur とい ふ ドイツ語 を その ま、 使って ゐる例 

を 思 ひだし、 国境 を 接する 民族の 間に 於いて さへ、 文 

化 自体の 概念のう ちに どこか 相容れ ぬ、 反撥し 合 ふ も 

のが ある こと を 今更ながら 注意す ベ きで あると 考へ た。 

従って、 一応、 ョ— 口 ツバ 的 教養と 云っても、 それ 

は、 甚だ 漠然とした 意味に 於け る 西欧 的 文化の 影響 を 

指す のであって、 厳密に 云へば、 その 根本に 於いて、 

例へば、 ドイツ、 フランス、 イギリスと いふ 風に、 そ 

れぞれ の 文化的 特質 を 身に つける とい ふこと であるが、 

しかし、 そんな もの は 結局 血肉とまで はならぬ 衣裳で 

あり、 仮に 血肉の 一部と なって ゐ たにせ よ、 それ 以上 



纏った 感想 を 書く 害に なって ゐ るが、 た、 ：-、 この 珍し 

い 手記の なかで、 やはり、 「日本人」 の 問題 を とらへ る 

ことが 私に は 容易であった。 つまり、 日本に は 今な ほ 

どうして 癩 患者が そんなに ゐ るか、 そして、 それに 対 

する 国家的、 社会的 施設が なぜ それほど おくれて ゐる 

かとい ふ 疑問、 —— 寧ろ 憤慨に 似た 気持の うらで、 そ 

れは、 なるほど かう いふ 「特別な 事情」 が あるから だ 

とい ふ 安心が 私 を 救った ので ある。 しかも、 その 事情 

と は、 日本人が 必ずしも 「非 文明」 の そし リを 受けな 

くても い、、 実に 悲壮と も 云 ひうる ある 種の 優しい 感 

情の 発露な のであって、 癩の 問題に 限って 云へば、 少 



くと も、 過去に 遡って 日本人の 社会 道徳 を 云々 する 資 

格 は、 世界の 如何なる 開化 民族 ももって はゐ ない こと 

を 保証し 得る 材料が この 書物の なかに あふれて ゐ るの 

である。 

それ ゆ ゑ、 これ は、 日本に ゐる 西洋人の すべて、 並 

びに、 世界の 癩 研究家、 救癩 事業家のお のおのに 是非 

この 一本 を 読ませた いもの だと 思った。 が、 しかし、 

今日 以後、 か、 る 状態が 一日で も 続く こと は、 もちろ 

ん、 日本の 恥で あり、 もはや 日本人 を 弁護す る 何等の 

理由 も 存在し ない こと を、 遺憾ながら、 こ、 に 特に 声 

を大 にして 同胞の 前に 叫ばなければ ならぬ。 (「知性」 
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